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豊岡市但東町　小笠原  健次郎
　但馬支部長を長年にわたり務められた新田誠先生が 2 月 22 日に逝去された。 但

東町 ・ 合橋診療所の小笠原先生の追悼文を掲載する。 　

　先生の訃報に接した時、一瞬 「えっ」

と絶句した。 但馬で 50 年もの長きに

わたり、 確固たる信念を持って地域医

療に邁進された、 まさにパイオニアで

あり大先輩だったからだ。

　救急車の導入、訪問診療、入浴サー

ビス、 デイケア等、 時代を先取りする

数々の活動を実践され、住民組織 「但

東の健康と医療を守る会」 を結成され、

その会長として住民参加型のユニーク

な活動を主導され、 また長年保険医

協会但馬支部長を務められる等、 実

に幅広く活動された。

　着任早々、 私は先生の往診を見学

させていただいたが、 その時 「地域医

療で一番大事なことは長く続けることだ

     （2 面へ続く）

　　　　　 新田 誠 先生（享年 93 歳）

　1929 年生まれ。46 年京都府立医大入学、  
　55 年　同大卒業。第２内科入局、和知診
　療所（京都府・和知町）赴任。58 年札の
　辻診療所所長。
　66 年出石郡但東町にて高橋診療所を開業
　但馬支部支部長 1987 年 6 月 ～ 2016 年 6
　月、　同名誉支部長 2016 年 7 月～ 
　評議員 1973 年 7 月～ 1981 年 5 月
　理事   1981 年 6 月～ 2021 年 5 月
　参与   2021 年 6 月～

新田誠先生を偲ぶ

追悼　
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谷垣支部長が「地域医療をまもる但馬の会」と懇談

  日高医療センター病床削減は慎重議論を

お詫びと訂正:本紙167号（2021年11月25日発行）の1ページに「すず内科外科クリニック（豊岡市日高町上石）

の鈴村和大院長、神谷瞳副院長のご夫妻」との記載がありましたが、当該記載は誤りであり、お二人は夫妻

ではありません。お詫びして訂正させていただきます。

谷垣支部長 ( 右 ) が西垣代表（中央）らと懇談

よ。 体力がないと務まらないよ。 往診カバンは 30 キロもあるからね」 と説かれた。 先

生の診察は隅から隅まで実に丁寧そのもので、 何と一時間もかかった。 度胆を抜かれ

たが、 地域医療の原点に触れる思いがした。 先生はカルテは宝だととても大切にされ、

重い物では１キロにもなった。 在宅医療にも熱心で、 皆が寝静まってからの深夜の往

診の話は今日まで語り草となっている。

　先生は常に患者を全人的に捉える姿勢、 弱者に寄り添い住民と共にという姿勢を終

始貫かれた。 先生のトレードマークだった白い帽子姿はもう見られないが、 われわれは

先生の志を継いで地域医療を守りさらに発展させていかなければならない。 先生のご

冥福をお祈りする。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌

（1面から続く）

　谷垣正人但馬支部長は 4 月 1 日、谷垣医院において、たじま医療生活協同組
合などが運営する「地域医療をまもる但馬の会」（西垣栄代表）と懇談した。
　
　西垣代表は 「昨年 12 月に公立豊岡病院組合管理者が日高医療センターの豊岡病

院眼科移転後 『19 床以下の診療所にする』 との素案を発表。 組合議会での正式な

論議も住民へのていねいな説明もないまま診療所化の準備が進められていることを危

惧する。 協会支部の先生方と、 地域医療

を守る立場から意見交換したい」 とした。

　谷垣支部長は 「兵庫県下の後期高齢者

の市町村別受診率を見ても、 豊岡市民の

入院率は極めて低位に位置している。 高齢

の慢性疾患患者の入院ニーズに病院機能

が応えられていないのでは…という問題意

識はある」 「今の状況で日高医療センター

を診療所化しベッドを削減することは今以上

に高齢者の入院が困難になる可能性も否

定できない」 と応えた。

   同会では日高医療センターについての請願署名を進めており、 既に 2600 筆以上

の署名を豊岡市議会 ・ 公立豊岡病院組合議会にそれぞれ提出。 またパブリックコメ

ントなどの取り組みも強めている。
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健康情報テレホンサービス

通話料無料　（0120）979-451
★ 24 時間いつでも３分間程度の開業医の手作りの健康・医療情報を放送

　しています。

★インターネットでもご覧いただけます ｡ 過去の放送分もキーワード検索

　できます。URL は、http://www.hhk.jp/　左下のバナー「健康情報テ

　レホンサービス」をクリック。

★患者さんに配布していただける放送テーマのミニチラシ（A6 サイズ）を作成しています。

　送付ご希望の医療機関は事務局☎ 078-393-1840 まで。

【6 月のテーマ】 　

月曜日　目のかすみ

火曜日　在宅療養費を軽減・助成する制度

水曜日　食道静脈瘤

木曜日　小児マイコプラズマ肺炎

金土日　ナルコレプシー

幹事会だより
第 225 回　5 月 25 日 ( 木 )　参加 2 人

◆但馬支部の会員数と組織率
　5/25　現在　医科 99人（83％）、歯科 39人（49.4％）

◆情勢と医療運動対策
　八鹿病院の分娩停止問題、日高医療センター眼科の豊岡病院移転後の病床問題
について議論した。

 ◆当面の支部活動
　『在宅医療点数の手引き 2022 年度版』学習会（ZOOM併用 /4 面参照）
　６月 24日 ( 土 )　14:30 ～　

◆次回幹事会
　６月 22日（木）19時 00分～「日高健康福祉センター」にて開催予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1809 　吉永まで
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